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る．補習授業については、PSI(Personalized System of Instruction)方式の考え方を導入し、
学習者の個別特性を考慮しながら、一定レベルに到達できるよう工夫している．他の一つは、
「オブジェクト指向型の概念に基づくプログラミングの理解」を目指した授業である．この授業
デザインでは、オブジェクト指向の概念を用いた問題解決が要請される実際的な状況を物語（エ
ピソード）として説明する物語導入型教材コンテンツを作成し、実際的な状況から学習対象とす
る概念が理解できる（状況の中での学習）よう考慮している．これら２つの授業デザインの実践
結果の分析を行い、学習効果が大きいことを明らかにしている．セルフラーニング型授業は、自
己学習力の育成、積極的な学習態度の修得に効果があることがわかる．また、物語導入型教材は、
学習概念の実際的な状況での使用方法を理解するための補助として有用であることがわかる． 
 第４章「セルフラーニングと協調学習を組み合わせた授業デザイン」では、第３章で提案した
セルフラーニング型と協調学習とを組み合わせた授業構成について論じている．「情報システム
開発の上流工程であるモデリングとその記述力の修得」を目標とした授業を対象として、提案す
る手法に基づいた授業のデザインを行っている．基礎知識の学習、モデリング練習、チームモデ
リング実習の３つの過程を考慮した授業デザインを実践し、セルフラーニングと協調学習との組
み合わせの効果を、学生の成績評価、アンケート調査、および学生への聞き取り調査から詳細に
分析している．その結果、グループ討議の形態（協調学習）が、学生の授業に対するモチベーシ
ョンの維持、コミュニケーションスキルの学習などに大きな効果があることを明らかにしている． 
 第５章「おわりに」では、本研究のまとめを述べるとともに、今後の研究課題についても述べ
ている．特に、本研究では特定の授業についてのみ実践的な分析を行っているが、他科目への拡
張可能性、デザイン記述の一般化など、オンキャンパスeラーニングの可能性をより詳細に検討
することが必要であることを述べている． 
